
教科 学年

９　学習のまとめ
『考える子』

これまで学習した文字の大きさ
や字形の整え方について理解
している。
これまで学習したことを生かし
て、漢字と平仮名の大きさに気
をつけて書いている。

これまで学習したことを生かし
て、自分のめあてを選んでい
る。

これまで学習したことを生かし
て、自分のめあてを選んで書こ
うとしている。
硬筆の学習でも、漢字と平仮
名の大きさに気をつけて、配列
よく書こうとする意識をもってい
る。

８　用紙に対する　文字の大き
さと配列
年賀状

用紙に対する文字の大きさと
配列について理解している。
用紙に対する文字の大きさと
配列に気をつけて書いている。

用紙に対する文字の適切な大
きさと配列について考えてい
る。

他の文字や硬筆でも、用紙全
体に対する文字の大きさや配
列に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

書きぞめ
『初春』　　　　　『世界の国』

書きぞめの姿勢や持ち方、文
字の大きさや組み立て方、文
字の中心について理解してい
る。
これまで学習した文字の大きさ
や組み立て方、文字の中心に
気をつけて書いている。

書きぞめの姿勢や筆の持ち方
について考えている。

書きぞめに関心をもち、書こう
としている。
他の学習の書写場面でも、よ
い姿勢や持ち方、文字の大きさ
や組み立て方、文字の中心に
気をつけて書こうとする意識を
もっている。

７　穂先の動きと、線のつなが
り
『あこがれ』

穂先の動きと、線と線のつなが
りについて理解している。
穂先の動きと、線と線のつなが
りに気をつけて書いている。

穂先の動きと、線と線のつなが
りについて考えている。

穂先の動きと、線と線のつなが
りについて関心をもっている。
他の文字や硬筆でも、次の線
へのつながりに気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

６　文字の大きさ（漢字と平仮
名）
『登る』

漢字と平仮名のつり合いにつ
いて理解している。
漢字と平仮名のつり合いに気
をつけて書いている。

文字の形や大きさの違いにつ
いて考えている。

漢字と平仮名のつり合いに気
をつけて書こうとしている。
書写以外の学習場面でも、漢
字と仮名のつり合いに気をつけ
て書こうとする意識をもってい
る。

５　文字の大きさ（漢字どうし）
『白雲』

漢字どうしの形や大きさの違い
について理解している。
漢字どうしのつり合いに気をつ
けて書いている。

漢字どうしの形や大きさの違い
について考えている。

漢字どうしのつり合いに気をつ
けて書こうとしている。
書写以外の学習場面でも、漢
字どうしのつり合いに気をつけ
て書こうとする意識をもってい
る。

４　筆順と字形
『成長』

筆順と字形との関係について
理解している。
「左はらい」と「横画」の筆順と
点画の接し方に気をつけて書
いている。

筆順と字形との関係について
考えている。

筆順と字形に気をつけて書こう
としている。
他の文字や硬筆でも、筆順と
字形に気をつけて書こうとする
意識をもっている。

<硬筆の学習>
筆順と字形

筆順の原則について理解して
いる。
筆順と字形に気をつけて書い
ている。

筆順の原則について考えてい
る。

他の書写場面でも、筆順の原
則に従って、字形を整えて書こ
うとする意識をもっている。

<硬筆の学習>
文字の組み立て方（中と外）

中と外の部分の組み立て方に
ついて理解している。
中と外の部分の組み立て方に
気をつけて書いている。

中と外の部分の組み立て方に
ついて考えている。

中と外の部分の組み立て方に
気をつけて、硬筆で書こうとし
ている。
他の文字でも、文字の組み立
て方に気をつけて書こうとする
意識をもっている。

３　文字の組み立て方
(中と外)と、穂先の動き
『道』

「しんにょう」と中の部分の組み
立て方について理解している。
「しんにょう」の中の部分の組み
立て方に気をつけて書いてい
る。
「しんにょう」の筆使いに気をつ
けて書いている。

「しんにょう」と中の部分の組み
立て方について考えている。

「しんにょう」と中の部分の組み
立て方に気をつけて書こうとし
ている。
他の文字や硬筆でも、文字の
組み立て方に気をつけて書こう
とする意識をもっている。

１　はじめの学習
■学習の進め方
■点画の種類
■姿勢と持ち方、用具のあつ
かい方

用具の扱い方や姿勢、筆の持
ち方、筆の扱い方を理解してい
る。
用具の扱い方や姿勢、筆の持
ち方が身についている。
これまでに学習した「筆圧」や
「点画の種類」について理解し
ている。

用具の扱い方や姿勢、筆の持
ち方、筆の扱い方の良しあしを
考えている。
筆の穂の柔らかさや筆圧につ
いて考えている。

用具の扱い方やよい姿勢、筆
の持ち方、筆の扱い方を確か
めようとしている。
他の書写場面でも、よい姿勢
やよい持ち方で、筆の穂の柔ら
かさや筆圧、「点画の種類」を
意識して書こうとする意識を
もっている。

２　文字の組み立て方（中と外）
『草原』

中と外の部分の組み立て方に
ついて理解している。
中と外の部分の組み立て方に
気をつけて書いている。

中と外の部分の組み立て方に
ついて考えている。

中と外の部分の組み立て方に
気をつけて書こうとしている。
他の文字や硬筆でも、文字の
組み立て方に気をつけて書こう
とする意識をもっている。
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